
２０２２年８月役員会

会長　(株)丸八真綿　菊地 ちよだプラットフォームスクエア

副会長　エヌ・ライフ・プランニング　成瀬 504号室

副会長　ニッタン（株）　齋藤

副会長　フクシマガリレイ（株）　藤本

未来の高齢者住宅委員長　㈱モリトー　三縄

Z PRM委員長　フクシマガリレイ㈱　重藤

Z 監査役　(株)B-CRUISE　大菅

事務局長　(株)タムラプランニング　田村

副会長　クックデリ　山本 事務局　中里（㈱タムラプランニング）

１．会員状況（報告）

会員事業者（2022年8月1日現在　合計29事業者）

株式会社24社、有限会社1社、合同会社1社、個人事業者2社、法律事務所1法人

２．新規会員入会審査・退会報告

とくになし

３.事業委員会報告

未来の高齢者住宅委員会　委員長　三縄氏

現代計画（今井氏）：戸建て改修事例、高齢者住宅事例

モリトー（三繩氏）：日本の福祉機器の選択肢の幅が世界一であろう（種類がたくさんある）

→　世界一とはどういうことか？

→　介護保険で決められた機器の数は13品目。しかし1品目毎にかなり多くのバリエーションがあり、

　　商品数は日本が一番多いと思う。しかしながらデザインは北欧にはかなわないと感じる。

次回は積水ホームテクノ、パラマウントベッドの報告

12月くらいまでで全員の意見交換が終わり、その後3月に向けてどうするか、議論を進める。

PRM委員会　委員長　重藤氏

モデラート坂本氏が退会と聞き、委員が2名体制となると活動が続けられない状態。

→　委員長の選択で、指名し、委員になっていただく。数名選ぶ。

広報として、イベント、アワードについて告知など下半期は注力する。

セミナー事業　齋藤氏

　 「高齢者住宅のあるべき姿」で話の出来る人を選定し、講演してもらうのはどうか」。

（講師案）スマートコミュニティ稲毛　

リアルにCCRCを行っており、豊かな高齢者の生活、これからの高齢者の選択肢の一つになるのではないか。

→　あまりよくない事業者なのでやめた方がいい。

　　事前に評価を確認した方がいい

　　LOYなどで評価が高いところはどうか

→　フージャース、旭化成などはいいと思う。

（日程及び場所）HCRにぶつけて10月開催はどうか。

→　HCRから人を引っ張るのであれば、近くの会場でないと無理なのでは？

→　高支協企業のセミナールームであれば費用が抑えられる（丸八真綿：横浜　ガリレイ：浅草橋）

→　HCRにこだわらず12月くらいで考えるのはどうか。

シンポジウムのような形も面白いのでは？

3人くらいで議論をし、意見の違う人がいても面白い

1部セミナー2部シンポジウムではどうか。

未来の高齢者住宅委員会の委員でシンポジウムを行うのはどうか。
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2022年8月18日（木）
15時30分～16時30分
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「告知」は人が集まりやすい、来たい行きたいと思わせるチラシが必要。

モデルルーム事業

　 前回報告より動いていない状況。

タムラプランニングに訪問アポイントを依頼中。

→　コロナのクラスターがホーム内であちこち起こっているため、全くアポイントが取れない。

　　落ち着くまで保留。

イベント事業

①CareTEX（3/22～3/24）　8/2に新村氏とWEB打ち合わせ。2小間取り、6枚（A1）のパネル展示。

　それぞの事業、委員会の1年間の取り組みの発表。

　12月のセミナーで、3月のイベントにつなげる。

　費用は約80万円程度。

②食事イベントを開催（10/15，11/26）

　福岡のくぬぎ苑に協力してもらい、地域の方々を含めた「ビールイベント」に共催の形。

アワード事業

CareTEXに出展の企業にも出てもらう（CareTEXと共催）

いくつか部門を作り、それぞれの部門に委員が勝手に推薦する形（5年以内の企業で講師協会員ではない）

LOYのように登録してもらう形だと集まらない可能性が高いので、「高支協会員が勝手に選ぶ良いモノ」

として発表

４．次回役員会

　 ・開催日時　：　2022年10月20日（木）15：30～16：30

・開催場所　：　ちよだプラットフォームスクエア　501＆502号室

※毎月第3木曜日15：30～16：30で開催予定。
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